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金
子
喜
一
論

七
四
　
　
（
一
四
〇
〇
）

金
　
子
　
喜

一

論

中

村

勝

範

　
明
治
三
十
年
代
に
お
け
る
わ
が
国
の
社
会
主
義
の
勃
興
に
外
か
ら
拍
車
を
か

け
た
の
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
主
義
の
影
響
も
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
ア
メ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

カ
の
社
会
主
義
の
影
響
は
大
き
か
つ
た
。
こ
の
場
合
、
ア
メ
リ
カ
の
影
響
と
い

う
の
は
、
ア
メ
リ
カ
で
発
行
さ
れ
た
社
会
主
義
書
籍
が
輸
入
さ
れ
て
そ
れ
の
影

響
を
受
け
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
ヘ
渡
つ
た
り
留
学
し
て
社
会
主
義
者

と
な
つ
て
帰
国
し
た
者
も
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
は
ア
メ
リ
カ
に
在

住
し
た
ま
ま
社
会
主
義
者
と
し
て
活
躍
し
、
日
本
の
社
会
主
義
者
と
の
連
絡
を

通
し
て
わ
が
国
の
運
動
に
多
大
な
影
響
を
あ
た
え
た
者
も
ま
た
少
く
な
い
。
ア

メ
リ
カ
の
社
会
主
義
と
明
治
期
の
わ
が
国
の
社
会
主
義
と
の
関
係
、
ま
た
在
米

日
本
人
社
会
主
義
者
と
わ
が
国
社
会
主
義
と
の
関
係
は
重
要
な
研
究
テ
ー
マ
に

な
る
も
の
で
あ
る
が
、
ま
だ
そ
れ
の
綜
合
的
な
研
究
は
現
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ

で
も
明
治
末
期
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
中
心
と
す
る
太
平
洋
沿
岸
に
在
住
し

た
日
本
人
社
会
主
義
者
・
無
政
府
主
義
者
の
研
究
は
か
な
り
す
す
め
ら
れ
て
お

（
2
）
り
．
こ
れ
と
わ
が
国
社
会
主
義
運
動
と
の
関
係
は
次
第
に
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
．

　
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
金
子
喜
一
は
、
明
治
三
十
年
代
の
は
じ
め
か
ら
同
四
十

二
年
ま
で
ワ
シ
ソ
ト
ソ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
．
シ
カ
ゴ
と
い
つ
た
土
地
で
社
会
主

義
の
思
想
啓
蒙
運
動
を
し
た
人
物
で
あ
り
、
そ
の
間
わ
が
国
の
社
会
主
義
者
と

絶
え
ず
連
絡
を
と
り
、
わ
が
国
の
新
聞
、
雑
誌
上
に
寄
稿
し
て
彼
の
思
想
の
宣

伝
に
つ
と
め
た
者
で
あ
る
。
金
子
喜
一
の
本
格
的
研
究
は
全
く
未
開
の
分
野
で

あ
る
。
太
平
洋
沿
岸
の
在
米
日
本
人
無
政
府
主
義
者
・
社
会
主
義
者
の
行
動
は

日
本
当
局
に
よ
つ
て
か
な
り
く
わ
し
く
調
査
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
調
査
資
料
は

今
日
自
由
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
わ
が
国
の
社
会
主
義
新
聞
・
雑
誌
に
寄

稿
し
た
在
米
日
本
人
で
金
子
以
上
に
寄
稿
し
た
老
は
い
な
い
が
、
彼
の
調
査
は

明
治
四
十
二
年
に
彼
が
帰
国
し
た
時
に
一
回
行
わ
れ
た
だ
け
で
あ
る
。
こ
う
い

う
点
か
ら
も
不
明
な
点
が
多
い
が
、
本
稿
が
金
子
喜
一
研
究
の
踏
台
と
も
な
れ

　
　
　
　
（
3
）

ぽ
幸
で
あ
る
。

（
1
）
　
中
村
菊
男
・
中
村
勝
範
共
著
『
日
本
社
会
主
義
政
党
史
』
（
経
済
往
来
社

　昭

和
四
十
一
年
九
月
）
の
第
一
章
第
四
節
で
、
ア
メ
リ
カ
文
化
の
明
治
社
会
主

　
義
に
あ
た
え
た
影
響
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
い
た
。

（
2
）
　
東
京
経
済
大
学
助
教
授
大
原
慧
氏
の
精
力
的
な
諸
研
究
お
よ
び
松
尾
章
一



　
氏
の
研
究
が
あ
る
。

（
3
）
　
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
金
子
喜
一
に
つ
い
て
は
『
神
奈
川
県
労
働
運
動
史

　
（
戦
前
編
）
』
（
昭
和
四
十
一
年
一
月
）
に
一
七
三
頁
か
ら
一
七
八
頁
に
か
け
て

　
紹
介
さ
れ
た
も
の
以
外
存
在
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。

一
　
生

涯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
金
子
喜
一
は
明
治
九
年
（
一
八
七
六
年
）
十
月
二
十
一
日
、
神
奈
川
県
久
良

岐
郡
笹
下
村
松
本
（
現
横
浜
市
南
区
笹
下
町
）
に
生
ま
れ
た
．
家
は
代
々
名
主

を
し
て
お
り
、
学
問
的
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
た
。
小
学
校
を
卒
業
し
、
そ
の
後

東
京
に
出
て
早
稲
田
中
学
校
に
入
つ
た
が
中
退
し
て
築
地
英
和
学
校
（
後
の
明

　
　
　
　
　
　
（
2
）

治
学
院
）
に
入
り
、
徳
冨
猪
一
郎
の
書
生
と
な
つ
て
文
学
を
学
び
明
治
三
十
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

年
徳
冨
の
周
旋
で
『
埼
玉
経
済
新
報
』
の
主
筆
と
な
つ
た
。
こ
の
頃
、
安
部
磯

雄
、
村
井
知
至
、
片
山
潜
ら
が
社
会
主
義
研
究
会
を
組
織
し
、
そ
の
会
員
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

人
で
あ
る
豊
崎
善
之
介
の
す
す
め
で
金
子
も
こ
の
会
に
入
会
し
た
。
か
れ
は
度

々
出
席
を
す
す
め
ら
れ
た
が
会
合
に
出
る
機
会
が
な
か
つ
た
。
出
席
で
き
な
か

つ
た
の
は
地
方
雑
誌
の
主
筆
と
し
て
の
仕
事
に
追
わ
れ
て
い
た
こ
と
と
、
か
れ

の
関
心
が
純
文
学
に
限
ら
れ
て
い
て
政
治
．
経
済
、
社
会
に
つ
い
て
は
全
く
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

心
が
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
金
子
は
こ
の
当
時
、
わ
が
国
の
社
会
主

義
者
に
よ
つ
て
広
く
読
ま
れ
て
い
た
ヘ
ソ
リ
ー
・
ジ
ョ
ー
ジ
（
出
窪
藁
Ω
8
樋
9

お
8
占
o
。
箋
）
の
『
進
歩
と
貧
困
』
（
甲
。
鷺
Φ
器
欝
山
b
ミ
需
身
）
や
ベ
ソ
ジ
ャ
ミ

ソ
・
キ
ヅ
ド
（
ω
①
三
卑
巨
づ
屋
舞
一
・
。
紹
山
。
ぢ
）
の
『
社
会
進
化
論
』
　
（
ω
8
巨

国
邑
暮
一
8
）
を
読
ん
で
い
た
．
後
に
金
子
を
し
て
、
こ
の
二
書
は
彼
を
し
て
社

会
主
義
を
知
ら
し
め
、
社
会
主
義
に
近
寄
ら
し
め
る
要
素
と
な
つ
た
、
と
言
わ

　
　
　
　
金
子
喜
一
論

　
　
　
（
6
）

せ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
金
子
の
希
望
は
、
は
じ
め
文
学
者
に
な
る
こ
と
で
あ
つ
た
。
『
埼
玉
経
済
新

報
』
の
主
筆
と
し
て
大
い
に
信
用
を
得
て
、
社
主
よ
り
資
金
を
受
け
て
ア
メ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

カ
ヘ
渡
る
こ
と
に
な
つ
た
が
、
そ
れ
ま
で
に
彼
が
特
に
熱
心
に
読
ん
だ
も
の
は

ト
ル
ス
ト
イ
と
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
の
も
の
で
あ
つ
た
。
・
シ
ア
文
学
を
愛
読
し
た

彼
は
ト
ル
ス
ト
イ
と
ク
ロ
ポ
ト
キ
ソ
の
も
の
を
文
学
と
し
て
読
ん
だ
。
そ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

て
こ
の
二
人
の
精
神
を
尊
敬
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
頃

の
彼
は
ま
だ
階
級
闘
争
の
意
識
は
抱
い
て
お
ら
ず
．
た
だ
純
粋
な
セ
ソ
チ
メ
ソ

タ
リ
ズ
ム
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
日
本
の
多
く
の
学
生
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
彼

も
ト
ル
ス
ト
イ
の
教
訓
を
好
ん
で
い
た
か
ら
、
彼
の
書
く
も
の
は
詩
や
ロ
マ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

チ
ッ
ク
な
物
語
や
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
つ
た
．
彼
が
社
会
主
義
を
信
奉
す
る
よ
う
に

な
つ
た
の
は
ア
メ
リ
カ
ヘ
渡
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
そ
の
他
の
ア
メ
リ
カ
東
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

の
都
市
で
苦
闘
し
、
学
生
と
し
て
調
査
に
従
つ
て
い
る
中
に
お
い
て
で
あ
つ
た
．

　
彼
が
渡
米
し
た
の
は
、
は
つ
き
り
し
な
い
が
明
治
三
十
二
年
の
後
半
か
ら
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

三
十
三
年
の
夏
頃
に
か
け
て
の
間
で
あ
ろ
う
。
渡
米
後
の
金
子
は
ヘ
ン
リ
ー
・

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

ジ
ョ
ー
ジ
の
墓
を
詣
で
、
あ
る
い
は
ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
子
息
を
フ
ォ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

ハ
ミ
ル
ト
ン
に
訪
問
し
て
い
る
。
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
年
）
四
月
二
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

二
日
に
彼
は
「
米
国
社
会
民
主
党
」
に
入
党
し
た
。
あ
と
で
も
見
る
よ
う
に
彼

を
し
て
社
会
主
義
者
た
ら
し
め
た
最
大
の
原
因
は
、
一
方
に
一
人
の
主
婦
が
二

十
人
の
僕
碑
を
召
使
う
を
も
つ
て
誇
り
と
し
て
い
る
の
に
、
他
方
に
お
い
て
は

数
知
れ
ぬ
ほ
ど
多
く
の
立
ち
ん
坊
が
い
る
と
い
う
社
会
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
目

撃
し
て
か
ら
で
あ
る
。
彼
の
人
道
的
な
セ
ソ
チ
メ
ン
ト
は
社
会
主
義
に
彼
を
行

か
し
め
ず
に
は
お
か
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
　
　
（
一
四
〇
一
）



　
　
　
金
子
喜
一
論

　
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
年
）
九
月
、
ボ
ス
ト
ソ
か
ら
ケ
ソ
ブ
リ
ッ
ジ
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

行
き
、
そ
こ
で
横
山
大
観
、
菱
田
春
草
と
あ
う
。
ボ
ス
ト
ン
で
一
目
、
二
日

と
過
し
て
い
る
う
ち
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
へ
出
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
を
思
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

立
ち
．
同
大
学
へ
の
入
学
の
手
続
き
を
す
ま
せ
た
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
有
島

武
郎
と
知
り
あ
い
、
金
子
は
有
島
を
「
手
荒
く
こ
ず
き
ま
わ
す
友
だ
ち
」
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

り
．
有
島
に
と
つ
て
金
子
は
「
非
常
に
薬
に
な
つ
た
人
」
と
な
つ
た
．
横
山
大

観
．
菱
田
春
草
と
接
し
、
有
島
武
郎
と
親
し
く
交
わ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
文
学

老
希
望
は
ぬ
け
き
れ
て
お
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
年
）
扁
月
十
五
日
に
金
子
は
、
ボ
ス
ト
ン
の
社

会
民
主
党
倶
楽
部
（
の
8
芭
U
昏
8
蚕
§
9
仁
ぴ
亀
切
曇
9
）
で
彼
の
生
涯
の
最

初
の
演
説
を
し
た
．
そ
の
演
説
の
テ
ー
マ
は
「
誤
ま
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
目
本
」

（
冒
耳
Φ
箕
§
導
亀
富
冨
b
）
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
社
会
主
義
者
と
し
て
の
立

場
か
ら
の
演
説
で
あ
つ
た
。
彼
の
演
説
は
終
始
注
意
深
く
き
か
れ
、
し
ば
し
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

拍
手
さ
え
湧
き
、
話
し
終
る
と
多
く
の
質
間
が
で
た
。
つ
い
で
二
十
一
日
に
は

ボ
ス
ト
ン
の
近
郊
で
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
ト
ン
で
再
び
社
会
主
義
の
演
説
を
し
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
20
）

の
演
壇
で
ロ
シ
ア
の
社
会
主
義
者
と
握
手
を
し
て
大
喝
采
を
博
し
た
。

　
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
年
）
十
月
中
旬
に
金
子
は
シ
カ
ゴ
に
移
り
、
無

政
府
主
義
者
の
会
合
に
出
席
し
た
り
、
シ
カ
ゴ
大
学
の
図
書
館
へ
妻
と
共
に
雑

誌
を
読
み
に
い
き
、
時
た
ま
社
会
主
義
の
チ
ラ
シ
を
雑
誌
の
間
に
は
さ
ん
で
帰

つ
た
り
、
町
で
行
き
交
う
人
に
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
日
々
を
過
し
て
い
た
。
そ

の
う
ち
に
『
シ
カ
ゴ
・
ソ
シ
ア
リ
ス
ト
』
が
『
日
刊
シ
カ
ゴ
。
ソ
シ
ア
リ
ス

ト
』
と
発
展
す
る
と
彼
は
こ
れ
を
手
伝
う
よ
う
に
な
り
、
十
一
月
十
日
頃
か
ら

正
社
員
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
に
な
つ
た
．
彼
は
こ
の
多
幸
な
る
機
会
を
得
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
　
　
（
一
四
〇
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
肌
）

こ
と
を
喜
ぶ
の
で
あ
つ
た
。

　
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
年
）
五
月
に
は
、
こ
れ
ま
で
故
国
の
新
聞
雑
誌
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

書
き
送
つ
た
も
の
を
集
め
て
平
民
書
房
よ
り
『
海
外
よ
り
見
た
る
社
会
問
題
』

と
し
て
出
版
し
た
。
彼
の
在
米
中
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
彼
の
唯
一
の
書

物
で
あ
る
。
そ
の
翌
六
月
に
は
シ
カ
ゴ
で
月
刊
雑
誌
で
あ
る
円
冨
の
8
巨
響

　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

名
o
ヨ
導
を
発
行
し
た
。
金
子
は
目
導
品
ぎ
㎎
Φ
鼻
自
で
あ
り
、
彼
の
妻
で

あ
る
q
o
器
り
露
p
o
O
8
鵯
プ
国
暫
き
犀
o
が
そ
の
8
詳
零
で
あ
つ
た
。
こ
の
臼
ぎ

の
。
。
互
馨
詣
o
巨
き
は
一
九
〇
九
年
（
明
治
四
十
二
年
）
三
月
か
ら
弓
ぎ
ギ
。
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
盟
）

繋
霧
匹
お
譲
o
筥
導
と
改
題
さ
れ
た
。
こ
の
雑
誌
の
対
象
と
す
る
範
囲
が
広
が

つ
た
わ
け
で
あ
る
。
誌
名
は
か
わ
つ
た
が
金
子
喜
一
も
彼
の
妻
も
そ
れ
ぞ
れ

巨
導
品
首
O
q
a
＃
曾
で
あ
り
a
騨
9
で
あ
る
こ
と
に
は
か
わ
り
は
な
か
つ
た
。

な
お
こ
の
間
、
月
刊
英
字
雑
誌
『
革
命
的
日
本
』
を
明
治
四
十
年
秋
頃
発
行
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゐ
）

よ
5
と
し
た
が
財
政
上
の
都
合
で
実
現
で
き
な
か
つ
た
。

　
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
年
）
六
月
、
金
子
は
円
箒
ギ
。
讐
①
琶
毒
ミ
。
目
彗

の
巻
頭
に
、
病
気
と
な
つ
た
の
で
し
ば
ら
く
仕
事
を
や
め
て
休
養
し
な
く
て
は

な
ら
な
く
な
つ
た
こ
と
を
告
げ
た
。
彼
は
十
年
の
問
、
彼
の
帰
国
を
待
ち
わ
び

て
い
る
老
い
た
両
親
の
い
る
日
本
へ
帰
る
こ
と
を
決
心
し
た
の
で
あ
る
。
十
年

の
ア
メ
リ
カ
暮
し
の
後
に
病
身
を
た
ず
さ
え
て
帰
国
す
る
こ
と
は
残
念
な
こ
と

で
あ
る
が
、
病
身
や
生
活
の
た
た
か
い
に
疲
れ
た
身
を
休
め
る
に
故
国
以
上
の

場
所
は
な
い
の
で
あ
つ
た
。
彼
は
遠
く
へ
だ
た
つ
た
日
本
か
ら
時
々
手
紙
を
書

い
て
、
日
本
の
女
性
が
ど
う
い
う
苦
痛
を
受
け
、
自
由
の
た
め
に
た
た
か
つ
て

い
る
か
を
知
ら
せ
よ
う
と
約
束
し
た
。
そ
し
て
、
何
時
ア
メ
リ
カ
ヘ
も
ど
れ
る

か
わ
か
ら
ぬ
が
、
そ
れ
は
い
つ
に
彼
の
健
康
に
か
か
つ
て
い
る
こ
と
、
日
本
に



と
ど
ま
る
の
は
数
ヵ
月
か
あ
る
い
は
も
う
少
し
長
い
か
も
し
れ
な
い
と
述
べ

（
2
6
）
た
．
彼
は
結
核
に
お
か
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
明
治
四
十
二
年
七
月
に
故
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
π
）

の
土
を
踏
み
、
療
養
に
つ
と
め
た
が
、
同
年
十
月
八
日
死
去
し
た
。
あ
と
二
週

間
ほ
ど
で
満
三
十
四
歳
に
な
る
と
い
う
年
で
あ
つ
た
。

　
（
1
）
　
当
局
の
調
査
に
な
る
『
社
会
主
義
者
沿
革
』
に
よ
る
と
「
明
治
八
年
十
月
生
」

　
　
（
右
上
巻
近
代
日
本
史
料
研
究
会
刊
　
三
二
一
頁
）
と
な
つ
て
い
る
。
し
か
し

　
　
醤
Φ
甲
。
鷺
①
の
ω
ぎ
ミ
§
導
（
O
マ
醇
負
国
導
釜
－
O
φ
》
y
＜
。
ピ
一
員
2
9

　
　
図
図
図
一
一
噂
脳
導
β
程
ざ
一
2
ρ
の
国
ぎ
露
国
き
爵
P
、
．
9
菖
N
曾
亀
些
Φ
ミ
自
固
糟
．

　
　
に
よ
れ
ば
、
竃
罪
国
き
Φ
ぎ
≦
器
ぎ
醤
0
9
0
冨
『
曽
糟
一
〇
〇
刈
9
無
の
緩
黄
9
琴
即
り

　
　
嘱
。
ぎ
言
唐
辞
蜜
冨
P
と
な
つ
て
い
る
．
円
冨
ギ
。
鷺
霧
匹
奉
要
o
巨
導
の
記
述

　
　
が
正
し
い
よ
う
で
あ
る
。

　
（
2
）
　
前
掲
『
社
会
主
義
者
沿
革
』
一
三
二
頁
。

　
（
3
）
　
右
同
．
前
掲
図
ぎ
窪
国
き
魯
P
“
．
9
爵
窪
9
爵
。
ミ
8
冨
、
．
に
よ
れ
ば

　
　
東
京
の
月
刊
雑
誌
の
編
集
を
し
て
い
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
埼
玉
県
の
方
が
正

　
　
し
い
で
あ
ろ
う
。

　
（
4
）
　
「
予
は
如
何
に
し
て
社
会
主
義
者
と
な
り
し
乎
」
（
金
子
喜
一
『
海
外
よ
り

　
　
見
た
る
社
会
問
題
』
〈
明
治
四
十
年
五
月
　
平
民
書
房
V
所
収
　
六
－
七
頁
）

　
（
5
）
　
右
同
．
社
会
主
義
研
究
会
第
二
回
会
合
名
簿
に
は
金
子
が
出
席
し
た
こ
と

　
　
に
な
つ
て
い
る
が
（
「
社
会
主
義
研
究
会
記
事
」
〈
『
六
合
雑
誌
』
第
一
二
五
号
、

　
　
明
治
三
十
一
年
十
一
月
二
十
五
日
発
行
V
）
註
4
同
文
に
よ
り
金
子
は
出
席
し

　
　
た
こ
と
が
な
い
と
い
つ
て
い
る
．
ま
た
幸
徳
秋
水
も
金
子
が
研
究
会
に
出
席
し

　
　
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
と
い
つ
て
い
る
（
「
社
会
主
義
史
に
つ
い
て
」
〈
平
民
新

　
　
聞
　
第
五
十
二
号
　
明
治
四
十
年
三
月
十
九
目
〉
及
び
石
川
旭
山
編
「
日
本
社

　
会
主
義
史
（
三
十
）
」
〈
平
民
新
聞
第
五
十
三
号
明
治
四
十
年
三
月
二
十
日
V

　
　
の
「
秋
水
曰
く
」
の
中
、
ま
た
石
川
編
・
幸
徳
補
『
日
本
社
会
主
義
史
』
〈
『
明

金
子
喜
　
　
論

　
治
文
化
全
集
第
六
巻
社
会
篇
』
昭
和
三
十
年
十
月
日
本
評
論
新
社
V
所

　
収
三
六
三
頁
、
三
六
五
頁
の
中
で
も
明
ら
か
で
あ
る
）
。

（
6
）
　
前
掲
「
予
は
如
何
に
し
て
社
会
主
義
著
と
な
り
し
乎
」
（
前
掲
『
海
外
よ

　
り
見
た
る
社
会
問
題
』
七
頁
）

（
7
）
　
「
予
が
は
じ
め
て
米
国
行
を
思
い
た
ち
し
当
時
に
於
て
予
が
頭
脳
を
支
配

　
せ
し
所
の
者
は
実
に
文
学
に
て
あ
り
し
也
、
露
骨
に
白
状
す
れ
ば
予
は
狭
き
意

　
義
に
於
て
の
文
学
者
た
り
、
又
た
ら
む
を
欲
し
て
洋
行
せ
し
也
」
（
右
同
文
、

　
右
同
書
五
頁
）
．
ま
た
前
掲
国
ぎ
注
閑
き
爵
P
、
、
9
爵
窪
亀
爵
Φ
（
a
固
、
．
に

　
も
国
①
o
貰
蔓
畠
O
器
一
答
9
即
ε
器
一
ぎ
名
Φ
＜
Φ
5
器
謡
の
頁
o
♂
器
ざ
戸
：
σ
と
あ
る
。

（
8
）
　
前
掲
『
社
会
主
義
者
沿
革
』
上
巻
三
一
二
頁
．

（
9
）
　
「
ト
ル
ス
ト
イ
と
ク
ラ
ポ
ト
キ
ン
」
（
平
民
新
聞
　
第
六
十
四
号
　
明
治
三

　
十
八
年
一
月
二
十
九
日
．
こ
れ
は
前
掲
『
海
外
よ
り
見
た
る
社
会
間
題
』
四
八

　
ー
五
四
頁
に
所
収
）

（
1
0
）
　
囚
ぎ
岳
図
導
Φ
ぎ
一
、
．
Q
三
N
魯
o
賄
些
Φ
霜
〇
二
鮮
．
、

（
1
1
）
　
囲
葺
會

（
1
2
）
　
前
掲
『
社
会
主
義
者
没
革
』
上
巻
三
一
二
頁
に
は
「
三
十
四
年
中
渡
米
」

　
と
あ
り
、
復
刻
『
光
』
（
明
治
文
献
資
料
刊
行
会
　
昭
和
三
十
五
年
十
二
月
）
の

　
「
解
題
」
し
た
西
田
長
寿
氏
も
「
明
治
三
十
四
年
中
渡
米
」
と
し
て
い
る
が
、

　
こ
れ
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
金
子
は
明
治
三
十
三
年
十
月
五
日
発
行

　
の
『
日
本
人
』
第
二
一
四
号
に
「
よ
し
あ
し
草
」
と
い
う
文
章
を
寄
稿
し
て
い

　
る
が
、
そ
れ
に
は
「
米
国
ハ
ド
ソ
ン
川
の
ほ
と
り
に
於
て
」
と
い
う
副
題
が
あ

　
る
。
こ
れ
で
み
る
と
、
い
か
に
お
そ
く
も
明
治
三
十
三
年
夏
に
は
日
本
を
発
つ

　
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

（
1
3
）
「
旅
窓
雑
吟
」
（
『
日
本
人
』
第
一
四
七
号
明
治
三
十
四
年
九
月
二
十
日
）

　
中
に
「
ヘ
ン
リ
ー
ジ
ョ
ォ
ジ
が
墓
に
ま
う
づ
」
と
い
う
詩
が
あ
る
．

（
1
4
）
　
「
ボ
ス
ト
ン
便
り
」
（
直
言
　
第
二
巻
第
十
一
号
　
明
治
三
十
八
年
四
月
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
　
　
（
一
四
〇
三
）



金
子
喜
一
論

　
六
日
）

（
1
5
）
　
前
掲
「
予
は
如
何
に
し
て
社
会
主
義
者
と
な
り
し
乎
」
（
前
掲
『
海
外
よ

　
り
見
た
る
社
会
問
題
』
所
収
　
十
頁
）

（
1
6
）
　
「
ボ
ス
ト
ン
便
り
e
」
（
平
民
新
聞
　
第
五
十
七
号
　
明
治
三
十
七
年
十
二

　
月
十
一
日
）

（
1
7
）
　
「
ボ
ス
ト
ン
便
り
」
（
平
民
新
聞
　
第
五
十
九
号
　
明
治
三
十
七
年
十
二
月

　
二
十
五
日
）
に
は
「
入
学
の
手
続
き
を
経
た
」
と
あ
り
、
ま
た
前
掲
『
社
会
主

　
義
者
沿
革
』
上
巻
に
も
「
ハ
ー
バ
ア
ト
大
学
二
入
り
四
十
年
八
月
同
校
ヲ
卒
業

　
シ
タ
リ
」
（
三
二
一
頁
）
と
あ
る
。

（
1
8
）
　
柳
田
・
勝
本
・
猪
野
編
『
座
談
会
大
正
文
学
史
』
（
岩
波
書
店
　
昭
和
四

　
十
年
四
月
と
〇
六
、
一
一
五
、
一
一
六
頁
。
括
弧
内
は
本
多
秋
五
の
発
言
。
さ

　
き
に
あ
げ
た
西
田
氏
の
『
光
』
解
題
中
の
金
子
の
紹
介
で
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大

　
学
へ
入
学
後
社
会
主
義
者
に
な
つ
た
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
大
学
入
学
よ

　
り
一
年
前
に
社
会
民
主
党
に
入
党
し
て
い
る
。

（
1
9
）
∪
Φ
導
Q
。
目
冨
山
①
の
（
臣
①
9
。
ざ
鴨
戸
く
鼻
自
ー
2
。
る
勇
。
耳
轟
員
一
。
爵
一

　
お
8
）
及
び
「
社
会
主
義
の
処
女
演
説
」
（
直
言
　
第
二
巻
第
六
号
　
明
治
三

　
十
八
年
三
月
十
二
日
）

（
20
）
　
右
同
「
社
会
主
義
の
処
女
演
説
」
及
び
↓
金
子
喜
一
氏
の
演
説
」
（
直
言

　
第
二
巻
第
八
号
　
明
治
三
十
八
年
三
月
二
十
六
日
）

（
2
1
）
　
「
シ
カ
ゴ
便
り
　
第
一
信
、
第
二
信
」
（
光
　
第
一
巻
第
二
十
九
号
　
明
治

　
三
十
九
年
十
二
月
五
日
）
及
び
　
「
シ
カ
ゴ
社
会
党
日
刊
新
聞
発
行
物
語
」
（
平

　
民
新
聞
　
第
一
号
　
明
治
四
十
年
一
月
十
五
日
）

（
2
2
）
　
こ
の
書
に
つ
い
て
は
当
時
の
社
会
主
義
諸
新
聞
に
何
回
か
広
告
が
出
て
い

　
る
。
ま
た
本
書
に
は
四
頁
か
ら
な
る
幸
徳
秋
水
の
序
、
二
頁
か
ら
た
る
堺
利
彦

　
の
序
が
あ
る
．
明
治
社
会
主
義
研
究
上
重
要
な
文
献
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
・

　
大
原
社
会
間
題
研
究
所
編
『
日
本
社
会
主
義
文
献
第
一
輯
』
（
昭
和
四
年
九

七
八
　
　
（
一
四
〇
四
）

月
）
に
は
わ
ず
か
二
行
の
説
明
が
附
さ
れ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
り

　
（
六
八
頁
）
、
細
川
嘉
六
監
修
・
渡
辺
、
塩
田
編
『
日
本
社
会
主
義
文
献
解
説
』

　
（
一
九
五
八
年
二
月
　
大
月
書
店
）
で
は
掲
載
さ
れ
て
お
ら
な
い
。
唐
沢
隆
三

氏
が
唐
沢
氏
の
個
人
誌
で
あ
る
『
柳
』
第
五
巻
第
十
号
（
昭
和
三
十
四
年
八
月
）

　
に
そ
の
目
次
と
幸
徳
の
序
を
紹
介
し
て
い
る
．

（
2
3
）
　
わ
れ
わ
れ
が
今
手
に
し
て
い
る
日
ぎ
の
8
芭
巨
譲
。
筥
導
は
一
九
〇
四

年
四
月
発
行
の
第
一
巻
第
十
一
号
以
降
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
逆
算
し
て
い

　
く
と
、
月
刊
雑
誌
で
あ
る
こ
と
か
ら
創
刊
号
は
一
九
〇
七
年
六
月
に
発
行
さ
れ

　
た
も
の
と
思
う
．
な
お
第
十
一
号
か
ら
十
四
号
ま
で
の
発
行
所
及
び
そ
の
所
在

　地は自

ぎ
の
8
巨
響
≦
。
ヨ
彗
勺
β
す
O
ρ
9
0
国
器
げ
誤
甚
幹
器
9
噛
O
臣
β
㎎
p

d
ψ
》
で
あ
る
．
し
か
し
十
五
号
か
ら
は
発
行
所
名
は
か
わ
ら
ぬ
が
、
そ
の

　所在

地
は
Ω
冒
貰
9
民
導
の
蝉
q
φ
》
と
な
つ
て
い
る
．

（
2
4
）
　
わ
れ
わ
れ
が
い
ま
手
に
し
て
い
る
の
は
目
Φ
o
Q
8
巨
蓉
≦
o
唐
欝
の
第
二

　
巻
第
二
十
一
号
の
後
を
受
け
た
目
ぎ
零
o
鷺
①
琶
奉
≦
o
置
導
の
第
二
巻
第
二

十
二
号
か
ら
一
九
一
〇
年
五
月
の
第
三
巻
第
三
十
六
号
ま
で
で
あ
る
．
塁
Φ

汐
。
讐
Φ
毘
お
ミ
。
目
弩
の
発
行
所
と
そ
の
所
在
地
は
、
臣
Φ
ギ
。
讐
Φ
琶
奉

　
妻
0
9
彗
℃
ρ
プ
0
9
9
声
三
㌧
国
曽
墓
鐸
O
ψ
冴
で
あ
る
。

（
25
）
　
大
阪
平
民
新
聞
第
十
一
号
（
明
治
四
十
年
十
月
二
十
日
）
に
掲
載
さ
れ
て

　
い
る
金
子
か
ら
森
近
運
平
へ
の
書
簡
。

（
2
6
）
竃
図
寄
3
蓄
＝
ミ
。
募
（
目
①
ギ
。
鷺
①
。
・
巴
＜
。
≦
。
馨
p
＜
。
卜
目
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（
2
7
）
　
前
掲
『
社
会
主
義
者
沿
革
』
上
巻
　
三
一
二
頁
。
な
お
死
去
の
年
月
日
は

ρ
、
、
O
§
器
ロ
9
爵
Φ
薫
9
崔
、
。
の
記
事
と
も
一
致
す
る
。

二
　
人
道
主
義
思
想

ア
メ
リ
カ
に
わ
た
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
そ
の
他
の
ア
メ
リ
カ
東
部
の
都
市
で



生
活
の
闘
い
が
は
じ
ま
る
ま
で
は
金
子
の
思
想
は
ま
だ
社
会
主
義
に
近
づ
い
て

い
な
か
つ
た
。
そ
の
頃
の
彼
の
心
を
満
た
し
て
い
た
も
の
は
ト
ル
ス
ト
イ
流
の

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で
あ
つ
た
．
諸
々
の
社
会
的
束
縛
か
ら
の
人
間
性
の
解
放
を

唱
え
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
立
場
が
、
こ
の
頃
の
金
子
の
も
の
で
あ
つ
た
．
渡

米
し
た
彼
が
ま
ず
し
み
じ
み
と
感
じ
た
こ
と
は
ア
メ
リ
カ
は
第
二
の
故
郷
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
。

　
ド
イ
ッ
人
か
ら
は
品
位
の
な
い
国
民
と
あ
ざ
け
ら
れ
、
イ
ギ
リ
ス
人
か
ら
は

爵
位
の
な
い
新
平
民
が
践
属
す
る
国
と
罵
ら
れ
、
古
い
歴
史
を
も
つ
国
か
ら
は

新
参
者
と
さ
げ
す
ま
れ
、
彼
に
と
つ
て
も
数
多
く
の
気
に
喰
わ
ぬ
こ
と
が
あ
つ

て
も
ア
メ
リ
カ
は
金
子
の
第
二
の
故
郷
と
な
る
も
の
で
あ
つ
た
。
日
本
で
は
何

事
も
日
本
至
上
主
義
、
忠
君
愛
国
で
な
く
て
は
出
世
が
で
き
ず
、
こ
の
風
潮

に
さ
か
ら
え
ば
不
敬
で
あ
り
非
国
民
と
い
わ
れ
て
堂
々
た
る
自
己
の
主
張
は
な

し
え
な
い
状
態
で
あ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
「
堂
々
乎
と
し
て
極
端
な
る
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
を
主
張
し
、
非
帝
国
主
義
を
鼓
吹
し
、
過
激
に
し
て
殺
伐
な
る
無
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

府
党
を
も
い
れ
て
、
紳
々
閑
天
地
あ
る
」
は
世
界
広
し
と
い
え
ど
も
、
ア
メ
リ

カ
以
外
に
は
な
い
と
彼
は
考
え
る
の
で
あ
る
．
ア
メ
リ
カ
こ
そ
自
由
、
民
主
政

治
、
個
人
主
義
、
言
論
の
自
由
の
楽
郷
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
や
日
本
や
ド
イ
ツ
、

イ
ギ
リ
ス
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
す
る
。

　
こ
の
自
由
と
民
主
主
義
の
溢
れ
る
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
彼
が
考
え
主
張
し
た

こ
と
は
、
人
間
社
会
の
改
善
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
。
ア
メ
リ
カ
ヘ
渡
つ
た
年

に
、
彼
は
短
い
英
文
詩
を
か
い
て
新
聞
に
寄
せ
た
。
そ
れ
は
、
ト
ル
ス
ト
イ
と

ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
は
正
義
の
二
大
戦
士
で
あ
り
、
皇
帝
の
王
座
の
前
へ
勇
敢
に
そ

し
て
大
胆
に
革
命
の
旗
を
な
び
か
せ
て
あ
ら
わ
れ
た
と
い
う
文
字
で
は
じ
ま
る

　
　
　
金
子
喜
一
論

　
　
　
（
2
）

も
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
の
金
子
の
志
望
は
文
学
者
に
な
る
こ
と
で
あ
つ
た
か

ら
、
ク
ロ
ポ
ト
キ
ソ
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
書
物
は
ロ
シ
ア
文
学
と
し
て
読
ん
で
い

た
の
で
あ
る
が
．
彼
が
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
や
ト
ル
ス
ト
イ
に
つ
い
て
論
ず
る
と
き

は
か
れ
ら
の
社
会
批
判
的
な
面
に
だ
け
触
れ
る
の
だ
つ
た
。
今
日
、
わ
れ
わ
れ

が
眼
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
金
子
の
書
い
た
も
の
で
、
社
会
的
な
発
言
以
外

の
も
の
は
全
く
と
い
つ
て
い
い
く
ら
い
な
い
。
彼
は
文
学
者
を
志
望
し
な
が
ら
、

い
つ
し
か
社
会
評
論
に
足
を
踏
み
入
れ
、
そ
の
道
を
歩
ん
で
い
つ
た
が
、
そ
れ

は
結
局
社
会
的
な
束
縛
か
ら
人
間
性
の
解
放
を
唱
え
る
彼
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ

ム
が
、
彼
に
と
つ
て
は
文
学
の
形
を
と
る
よ
り
も
社
会
批
評
の
形
を
と
る
方

が
発
表
の
上
で
主
体
的
に
も
、
ま
た
客
観
的
に
も
容
易
で
あ
つ
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。
　
彼
は
社
会
評
論
を
通
し
て
社
会
改
革
の
方
法
を
論
ず
る
。
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス

を
代
表
者
と
し
て
主
張
さ
れ
る
社
会
主
義
は
経
済
的
救
済
を
も
つ
て
社
会
間
題

の
解
決
策
と
し
て
い
る
。
つ
ま
リ
パ
ソ
と
バ
タ
ー
の
問
題
を
も
つ
て
人
間
社
会

が
改
善
し
得
る
と
考
え
て
い
る
。
た
し
か
に
経
済
的
救
済
は
大
事
な
問
題
で
あ

る
が
、
そ
れ
だ
け
を
も
つ
て
社
会
問
題
が
解
決
す
る
と
は
考
え
な
い
。
倫
理
的

救
済
も
い
つ
そ
う
必
要
で
あ
る
と
金
子
は
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
人
間
は
活
け

る
動
物
で
あ
る
か
ら
食
わ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
住
ま
な
く
て
は
な
ら
ず
、
着
な

く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
、
こ
の
点
で
経
済
的
改
革
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
と

同
時
に
、
人
間
は
良
心
を
生
命
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
教
育
、
道
徳
、
宗
教
の
問
題
と
し
て
社
会
問
題
を
と
ら
え
る
必
要
が
こ
こ

に
在
る
。
社
会
問
題
を
物
質
的
側
面
か
ら
だ
け
で
と
ら
え
る
こ
と
に
強
く
警
戒

　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

し
て
や
ま
ぬ
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
　
　
（
一
四
〇
五
）



　
　
　
金
子
喜
一
論

　
パ
ソ
と
バ
タ
ー
だ
け
で
社
会
を
改
善
し
う
る
と
い
う
考
え
方
、
あ
る
い
は
パ

γ
と
バ
タ
ー
だ
け
が
人
生
の
問
題
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
は
金
子
は
賛
成
し
な

か
つ
た
。
ド
イ
ッ
の
リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
は
大
学
生
時
代
に
一
つ
の
専
門
の
研
究

を
せ
ず
人
生
間
題
を
研
究
し
て
余
念
が
な
か
つ
た
。
リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
は
予
は

パ
ン
と
バ
タ
ー
の
学
問
は
せ
ず
た
だ
誠
心
誠
意
人
間
の
問
題
を
き
わ
め
た
、
と

い
つ
た
が
、
か
く
の
如
ぎ
が
理
想
で
あ
る
と
金
子
は
い
う
。
　
一
つ
の
も
の
を

専
門
と
し
て
そ
れ
に
と
ら
わ
れ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば

法
律
政
治
を
学
ぶ
者
の
思
想
は
浅
薄
に
し
て
姑
息
で
あ
つ
て
、
妄
り
に
枝
葉
を

追
つ
て
根
本
を
忘
れ
て
い
る
。
世
に
法
律
政
治
あ
る
を
知
つ
て
人
類
が
あ
る
の

を
知
ら
な
い
者
す
ら
い
る
。
彼
等
の
法
律
政
治
は
人
の
た
め
の
法
律
政
治
で
は

な
く
し
て
、
法
律
政
治
の
た
め
の
人
類
で
あ
る
。
こ
う
い
う
専
門
の
学
問
で
な

く
、
人
が
修
め
な
く
て
は
な
ら
ぬ
学
間
と
い
う
の
は
法
律
や
経
済
や
政
治
で
な

く
、
ま
た
神
学
、
哲
学
で
も
な
く
て
、
あ
ら
ゆ
る
学
問
の
間
に
見
出
さ
る
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

人
道
で
あ
り
、
人
間
学
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
。

　
金
子
が
人
道
を
学
び
、
人
問
学
を
学
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
の
は
、
象
牙
の

塔
の
中
で
書
籍
の
虫
に
な
れ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
む
し
ろ
逆
で
あ
る
。
彼

が
人
道
主
義
の
た
め
に
生
涯
の
総
て
を
捧
げ
た
と
評
し
て
い
る
者
は
、
ト
イ
ン

ビ
ー
、
モ
リ
ス
、
キ
γ
グ
ス
レ
ー
、
サ
ン
・
シ
モ
ン
、
マ
ル
ク
ス
、
リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ

ト
、
ウ
ェ
ス
レ
ー
、
チ
ャ
ン
ニ
ン
グ
、
カ
ラ
イ
ル
、
ラ
ス
キ
ン
、
ブ
ー
ス
、
ト

ル
ス
ト
イ
、
ク
ロ
ポ
ト
キ
ソ
．
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ハ
リ
ソ
ソ
、
ス
テ
ッ
ド
、
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ロ
ス
ビ
ー
．
ヘ
ソ
リ
ー
・
ジ
ョ
ー
ジ
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
欧

米
思
想
家
・
改
革
者
は
多
士
済
々
で
あ
つ
て
、
ど
う
考
え
て
も
一
つ
の
枠
に
は

入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
い
．
中
に
は
思
想
・
主
張
の
上
に
お
い
て
相
争
い
、
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○
　
　
（
一
四
〇
六
）

対
立
す
る
者
も
多
い
。
こ
の
よ
う
に
矛
盾
し
対
立
す
る
者
を
も
つ
て
人
道
の
戦

士
だ
と
し
た
一
つ
の
理
由
は
金
子
の
思
想
そ
の
も
の
が
純
化
し
て
お
ら
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
た
だ
彼
の
思
想
そ
の
も
の
が
混
迷
し
て
い
た
と
だ
け

言
い
切
れ
な
い
も
の
も
あ
る
。
彼
に
は
彼
の
言
い
分
も
あ
る
の
で
あ
る
。

　
金
子
は
、
こ
の
広
い
世
の
中
の
こ
と
を
説
明
す
る
の
に
た
だ
一
つ
の
主
義
で

説
く
の
は
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
た
。
無
政
府
主
義
者
は
無
政
府
の
世
に
な
れ

ば
そ
れ
で
人
生
は
大
平
無
事
で
あ
る
と
信
じ
、
キ
リ
ス
ト
教
信
者
は
キ
リ
ス
ト

の
福
音
だ
け
を
信
ず
れ
ば
天
国
は
近
づ
く
と
説
き
、
社
会
主
義
者
は
社
会
主
義

が
実
現
さ
れ
た
ら
人
類
の
幸
福
は
得
ら
れ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
世
の
中
は
そ

れ
ほ
ど
容
易
な
も
の
で
は
な
い
。
キ
リ
ス
ト
の
理
想
は
二
千
年
後
の
今
日
で
す

ら
充
分
行
わ
れ
て
い
な
い
点
を
見
て
も
そ
の
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が

つ
て
人
間
は
現
在
の
中
の
最
も
多
く
欠
け
る
所
を
見
て
、
そ
れ
を
補
え
る
最
善

を
応
用
し
て
人
類
を
進
化
せ
し
め
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
。
こ
う
い
う
立

場
か
ら
見
れ
ば
、
世
の
中
の
い
か
な
る
主
義
に
も
多
少
の
善
は
含
ま
れ
て
い
る

か
ら
、
そ
の
善
の
部
分
は
生
か
し
て
人
類
の
進
化
に
応
用
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
「
バ
イ
ブ
ル
に
も
善
言
は
あ
り
。
『
資
本
論
』
に
も
聞
く
べ
き
こ
と
あ
り
。

　
『
進
歩
と
貧
困
』
に
も
、
『
純
正
批
判
』
に
も
『
コ
ラ
ン
』
に
も
学
ぶ
べ
き
こ

　
と
は
沢
山
あ
る
。
而
し
て
又
聞
く
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
る
。
要

　
は
社
会
と
人
と
時
代
と
を
み
て
と
る
べ
き
と
取
ら
ざ
る
べ
き
と
を
定
む
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
り
他
な
い
で
あ
ろ
う
」

　
こ
れ
が
金
子
喜
一
の
立
場
で
あ
る
。
ト
ル
ス
ト
イ
は
、
社
会
主
義
者
か
ら
は

力
強
き
加
担
者
と
し
て
．
無
政
府
主
義
者
か
ら
は
そ
の
哲
学
的
側
面
を
代
表
せ

る
者
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
者
か
ら
は
偉
大
な
る
預
言
者
と
し
て
見
ら
れ
た
が
、



ト
ル
ス
ト
イ
自
身
は
そ
の
ど
れ
で
も
な
か
つ
た
。
ト
ル
ス
ト
イ
を
も
つ
て
そ
の

う
ち
の
ど
れ
か
一
つ
だ
と
ぎ
め
つ
け
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
ト
ル
ス
ト
イ
は
社

会
主
義
の
中
に
も
、
無
政
府
主
義
の
間
に
も
、
キ
リ
ス
ト
教
に
も
そ
の
輝
い
て
い

る
人
道
の
光
を
見
た
の
で
あ
る
．
そ
の
光
の
み
を
見
て
、
そ
の
暗
い
所
は
見
な

か
つ
た
の
で
あ
る
。
ト
ル
ス
ト
イ
の
根
底
を
流
れ
て
い
る
の
は
実
に
ヒ
ュ
ー
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ニ
テ
ィ
ー
の
大
流
で
あ
る
．
金
子
は
以
上
の
よ
う
に
ト
ル
ス
ト
イ
を
評
価
し
、

ト
ル
ス
ト
イ
の
歩
ん
だ
道
こ
そ
人
道
の
道
で
あ
る
と
い
つ
た
。

　
金
子
の
い
う
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
と
は
、
誠
心
誠
意
人
間
の
た
め
に
奉
仕
す

る
実
践
の
思
想
で
あ
つ
た
。
そ
の
た
め
に
は
一
つ
の
思
想
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
あ
ら
ゆ
る
思
想
か
ら
社
会
的
問
題
を
解
決
す
る
の
に
役
立
つ
も
の
は
貧

欲
な
ま
で
に
吸
収
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
つ
た
。
金
子
の
貧
欲
さ
は
わ
か
る

が
、
対
立
矛
盾
す
る
思
想
家
の
思
想
を
、
彼
の
立
場
か
ら
見
て
善
し
と
す
る
も

の
を
切
り
と
つ
て
ぎ
て
、
そ
れ
ら
を
垢
渦
に
入
れ
て
練
り
直
せ
ば
人
類
の
進
化

に
応
用
で
き
る
と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
に
も
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
で
あ
る
と
い
え

る
。
し
か
し
、
こ
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
で
、
楽
観
的
で
あ
る
と
こ
ろ
が
金
子
喜
一

の
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
．

　
「
今
日
の
社
会
改
革
家
の
見
解
は
多
く
は
否
定
的
に
し
て
、
現
社
会
の
価
値

　
を
余
り
に
悪
し
く
見
過
す
の
病
あ
り
と
、
蓋
し
如
何
に
盲
目
な
る
人
と
難
も

　
筍
も
歴
史
を
繰
り
返
し
て
見
る
時
は
、
幾
多
の
異
れ
る
点
に
於
て
、
人
間
社

　
会
は
進
歩
し
て
あ
り
て
う
事
を
認
定
し
得
ら
れ
む
、
然
り
人
類
社
会
は
疑
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
ま
で
も
な
く
、
絶
え
ず
進
歩
て
う
ゴ
ー
ル
に
向
う
て
走
り
て
あ
り
し
也
」

と
い
い
、
ま
た
、
い
り
く
ん
で
い
る
人
間
界
の
現
象
は
容
易
に
そ
の
進
歩
退
歩

を
判
別
し
難
い
が
、
十
六
世
紀
は
十
五
世
紀
に
ま
さ
り
、
十
七
、
八
世
紀
は
十

　
　
　
　
金
子
喜
一
論

八
、
九
世
紀
よ
り
劣
れ
る
こ
と
を
承
認
す
る
と
金
子
は
い
う
．
こ
う
い
う
よ
う

に
観
察
し
て
く
る
金
子
は
現
世
紀
の
疾
病
を
見
て
も
失
望
落
胆
し
な
い
の
だ
と

言
い
切
る
こ
と
が
で
ぎ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
楽
観
主
義
は
、
幸
徳
秋
水
の
古
往

今
来
東
洋
泰
西
三
千
世
界
十
万
億
土
自
分
の
如
き
不
平
家
は
ま
た
と
あ
る
ま
じ

と
思
う
、
自
分
は
や
や
物
心
つ
い
て
か
ら
二
十
歳
に
な
る
今
日
ま
で
一
日
寸
時

と
い
え
ど
も
不
平
の
雲
霧
に
立
掩
わ
れ
ざ
る
こ
と
な
く
、
愉
快
得
意
満
足
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

う
こ
と
は
爪
の
垢
ほ
ど
も
知
ら
な
い
と
い
う
底
抜
け
の
悲
観
主
義
と
好
対
称
を

な
す
。
ま
た
挫
折
の
連
続
の
生
涯
の
中
で
、
病
的
な
ま
で
の
被
害
者
意
識
を
も

ち
、
つ
い
に
、
全
身
炎
と
な
つ
て
浮
世
の
中
を
転
げ
ま
わ
り
、
身
に
ふ
れ
る
も

の
す
べ
て
焼
き
つ
く
さ
ん
と
意
気
ま
き
、
五
人
や
十
人
を
殺
す
剣
や
百
人
や
千

人
を
殺
す
爆
裂
弾
で
は
気
が
安
ま
ら
な
い
、
願
い
は
地
球
を
黒
熱
焦
土
と
化
す

天
裂
の
霊
火
と
な
る
こ
と
で
あ
り
、
地
上
の
す
べ
て
の
物
を
崩
壊
し
つ
く
す
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

震
と
な
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
心
境
に
ま
で
な
つ
た
赤
羽
巌
穴
と
も
金
子
喜
一

は
対
称
的
で
あ
る
。

　
金
子
に
は
挫
折
感
も
な
い
し
、
終
末
意
識
も
な
く
だ
か
ら
悲
観
主
義
で
も
な

い
。
楽
観
主
義
が
彼
の
特
徴
で
あ
る
が
、
家
居
し
て
夢
想
に
耽
る
と
い
う
の
で

は
な
く
、
彼
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
実
践
的
で
あ
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
書
物

だ
け
を
読
ん
で
静
思
を
快
と
す
る
の
は
道
楽
哲
学
者
で
あ
る
と
い
つ
て
排
斥
し

た
。
人
間
の
こ
と
を
静
思
し
、
思
惟
す
る
だ
け
で
ば
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
と
は

い
え
ず
、
い
た
ず
ら
に
議
論
に
精
緻
で
あ
つ
て
も
、
情
熱
な
く
氷
の
よ
う
な
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

は
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
と
は
い
え
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
金
子
に
よ
つ
て
あ
げ

ら
れ
た
欧
米
の
思
想
家
、
文
芸
家
、
社
会
運
動
家
は
い
ず
れ
も
社
会
的
実
践
家

で
あ
つ
た
の
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
道
楽
哲
学
者
の
言
葉
の
遊
戯
で
あ
つ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
　
　
（
一
四
〇
七
）



　
　
　
金
子
喜
唄
論

は
な
ら
な
い
と
す
る
彼
の
立
場
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。
思
想
の
面
で
は

矛
盾
が
あ
つ
て
も
、
実
践
家
で
あ
つ
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
人
選
に
一
つ
の
規

準
が
あ
る
の
で
あ
つ
た
。

（
1
）
　
前
掲
「
よ
し
あ
し
草
」

（
2
）
　
前
掲
「
ト
ル
ス
ト
イ
と
ク
ラ
ポ
ト
キ
ン
」
。
こ
の
論
文
は
明
治
三
十
八
年

　
一
月
二
十
九
日
の
『
平
民
新
聞
』
第
六
十
四
号
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
論

文
の
冒
頭
に
、
円
≦
。
鷺
。
辞
の
。
姦
。
琶
9
『
垢
け
凶
8
一
＞
署
Φ
貰
a
魯
爵
⑦
律
。
暮

。
暁
O
昼
議
夢
3
β
。
∪
卑
鴛
①
一
縦
導
q
び
。
一
臼
嘱
夢
串
舘
。
垢
9
ζ
注
凝
后
夢
の

賠
α
q
亀
器
く
〇
一
暮
ざ
戸
と
い
う
文
字
で
は
じ
ま
る
四
節
か
ら
な
る
詩
が
の
つ
て

　
い
る
．
こ
れ
は
金
子
が
渡
米
し
た
年
に
　
「
当
時
シ
カ
ゴ
市
か
ら
発
行
し
て
い

　
た
、
露
国
革
命
党
の
機
関
新
聞
た
る
『
フ
リ
ー
、
ソ
サ
ヱ
テ
イ
』
紙
に
掲
げ
た
」

　
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

（
3
）
　
「
社
会
間
題
の
物
質
的
側
面
」
（
日
本
人
　
第
一
四
一
号
　
明
治
三
十
四
年

　
六
月
二
十
日
）
。
こ
の
論
文
で
は
ま
た
、
経
済
論
に
の
み
耽
ら
ず
、
文
学
の
楽
園

　
に
悠
遊
す
る
こ
と
を
す
す
め
て
い
る
点
で
、
文
学
者
志
望
の
金
子
の
面
目
は
あ

　
ら
わ
れ
て
い
る
。
文
学
は
読
者
に
慰
籍
と
精
神
的
教
養
を
も
た
ら
す
、
と
い
5

　
の
が
金
子
の
主
張
で
あ
る
。

（
4
）
　
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
チ
ー
を
論
ず
1
無
名
氏
に
与
う
る
書
1
」
（
日
本
人

　
第
一
五
一
号
明
治
三
十
四
年
十
一
月
二
十
日
）

（
5
）
　
右
同
．

（
6
）
　
「
予
は
如
何
な
る
社
会
主
義
者
な
る
乎
」
（
前
掲
『
海
外
よ
り
見
た
る
社
会

　
問
題
』
一
六
五
頁
）

（
7
）
　
右
同
（
右
同
書
　
一
六
三
－
一
六
四
頁
）

（
8
）
　
前
掲
「
社
会
問
題
の
物
質
的
側
面
」

（
9
）
　
幸
徳
秋
水
「
後
の
か
た
み
」
（
塩
田
庄
兵
衛
編
『
幸
徳
秋
水
の
日
記
と
書

ハ　　　　　　　　

甚日19簡
　　　）　　　　　　』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二

所
収
　
一
九
五
四
年
　
未
来
社
　
一
八
頁
）

赤
羽
巌
穴
「
熱
火
冷
火
」
（
『
新
紀
元
』
第
十
号

前
掲
「
社
会
問
題
の
物
質
的
側
面
」

三
　
社
会
主
義
思
想

（
一
四
〇
八
）

明
治
三
十
九
一
、
、
八
月
十

　
渡
米
以
前
に
金
子
は
社
会
主
義
研
究
会
へ
の
入
会
を
誘
わ
れ
た
と
い
う
が
、

そ
れ
は
彼
が
ト
ル
ス
ト
イ
流
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
主
張
し
て
い
た
と
こ
ろ
に

原
因
が
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
渡
米
し
た
彼
は
偶
然
の
こ
と
か
ら
イ
リ
ー
（
霊
－

。
冨
議
日
国
5
の
『
近
世
独
仏
社
会
主
義
』
（
孚
磐
昌
即
且
Ω
Φ
琶
導
ω
＆
昌
弩

冒
匡
＆
Φ
旨
目
目
色
を
読
み
社
会
主
義
へ
近
づ
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ひ

き
こ
ま
れ
る
よ
う
に
し
て
彼
は
二
度
、
三
度
と
読
み
返
し
た
。
読
み
返
す
ご
と

に
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
社
会
主
義
者
た
ち
が
昔
時
の
使
徒
の
よ
う
に
熱
誠
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

献
身
と
を
も
つ
て
救
世
的
大
精
神
を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
感
動
し
た
。

こ
の
よ
う
に
彼
は
社
会
主
義
に
は
読
書
か
ら
接
近
し
た
が
、
彼
の
思
惣
を
根
底

か
ら
ゆ
さ
ぶ
つ
て
彼
を
し
て
社
会
主
義
者
た
ら
し
め
た
も
の
が
あ
つ
た
。
そ
れ

は
一
言
で
い
う
と
社
会
に
お
け
る
差
別
、
社
会
的
矛
盾
の
存
在
に
は
つ
ぎ
り
と

気
が
つ
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　
醜
業
婦
が
白
昼
街
頭
を
横
行
す
る
こ
と
、
失
業
者
の
存
在
、
あ
わ
れ
む
べ
き

工
女
の
境
遇
を
き
い
た
こ
と
、
立
ち
ん
坊
の
群
、
ユ
ダ
ヤ
人
や
イ
タ
リ
ア
人
街

の
貧
児
と
か
れ
ら
の
悪
習
慣
等
が
彼
の
行
く
先
々
で
発
見
さ
れ
た
．
こ
れ
に
対

し
て
他
方
で
は
壮
麗
な
る
建
物
、
快
走
す
る
自
動
車
、
一
人
の
主
婦
が
二
十
人

の
僕
碑
を
召
使
う
こ
と
を
も
つ
て
誇
り
に
し
て
い
る
こ
と
、
百
万
長
者
が
女
優



と
結
婚
す
る
こ
と
、
富
者
の
所
有
す
る
遊
船
の
一
ヵ
月
の
費
用
が
数
万
円
で
あ

る
こ
と
、
有
名
な
ビ
シ
ョ
ッ
ブ
が
財
産
あ
る
寡
婦
と
結
婚
し
た
こ
と
、
平
等
で

あ
る
べ
ぎ
教
会
の
椅
子
が
富
者
の
金
で
専
売
さ
れ
る
こ
と
等
が
彼
の
眼
に
入
る

の
で
あ
る
。
こ
の
コ
ソ
ト
ラ
ス
ト
を
見
て
、
か
く
の
如
く
極
端
な
両
極
に
分
解

す
る
の
は
必
然
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
を
解

く
た
め
に
学
者
に
き
い
た
が
な
ん
ら
解
決
策
は
あ
た
え
ら
れ
な
か
つ
た
。
そ
し

て
金
子
の
「
平
生
の
ヒ
ュ
マ
ニ
タ
リ
ア
ソ
的
傾
向
は
予
を
導
き
て
終
に
社
会

　
　
　
　
　
　
（
2
）

主
義
に
往
か
し
め
た
」
の
で
あ
る
。
す
で
に
記
し
た
が
一
九
〇
三
年
四
月
二
十

二
日
、
彼
は
ア
メ
リ
カ
社
会
民
主
党
に
入
党
し
た
の
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
金
子
の
観
察
は
変
化
し
て
い
る
。
渡
米
直
後
は
、
世
界

に
冠
た
る
自
由
な
国
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
は
彼
の
第
二
の
故
郷
で
あ
る
と
い
つ

た
．
ア
メ
リ
カ
の
自
由
に
し
て
進
歩
的
な
る
教
育
制
度
は
日
太
も
多
い
に
学
ぽ

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
日
本
で
は
海
外
視
察
と
か
留
学
生
は
ヨ
ー
・
ヅ
パ
に
重

点
を
お
い
て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
を
軽
視
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
と
此
国
を
礼

　
（
3
）

賛
す
る
．
渡
米
後
、
三
年
経
過
し
て
も
民
の
声
は
よ
く
ア
メ
リ
カ
政
治
に
反
映

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

さ
れ
て
い
る
と
信
じ
て
い
た
。
こ
う
い
う
点
で
、
幸
徳
秋
水
が
社
会
主
義
者

に
な
つ
た
コ
ー
ス
と
は
異
る
．
幸
徳
の
場
合
は
、
日
本
に
お
い
て
は
正
当
な
る

能
力
を
有
す
る
労
働
者
が
職
を
失
つ
て
飢
え
る
と
い
う
こ
と
が
な
い
か
ら
こ
の

点
で
社
会
主
義
を
必
要
と
す
る
度
合
い
は
少
い
が
、
腐
敗
堕
落
し
て
い
る
政

治
社
会
を
｝
新
す
る
た
め
の
唯
一
無
上
の
主
義
と
し
て
社
会
主
義
の
急
要
を
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ず
る
度
合
い
は
欧
米
以
上
だ
と
い
つ
て
社
会
主
義
者
に
な
つ
て
い
つ
た
．
幸
徳

は
政
治
へ
の
関
心
か
ら
社
会
主
義
者
と
な
り
、
金
子
は
下
層
階
級
の
貧
困
、
悲

惨
を
実
見
し
て
社
会
主
義
者
と
な
つ
た
。

　
　
　
ぐ
子
立
口
　
一
論

　
幸
徳
の
社
会
主
義
と
の
か
か
わ
り
あ
い
は
、
政
治
的
関
心
か
ら
社
会
主
義
者

と
な
つ
た
と
こ
ろ
か
ら
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
政
治
権
力
奪
取
的
な
色
彩
が
き
わ

め
て
濃
厚
で
あ
る
。
政
治
権
力
に
対
す
る
ス
ト
レ
：
ト
な
攻
撃
批
判
が
読
者
の

　
　
　
　
　
　
（
6
）

目
を
ひ
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
金
子
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、
た
と
え
ば

米
国
に
お
け
る
離
婚
間
題
を
論
じ
、
宗
教
家
は
口
を
極
め
て
徳
義
の
堕
落
を
唱

え
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
問
題
は
説
明
さ
れ
ぬ
、
離
婚
は
婦
人
の
解
放
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

一
面
が
あ
る
の
だ
と
弁
護
す
る
。
あ
る
い
は
ま
た
ア
メ
リ
カ
の
大
学
や
教
会
は

少
数
富
豪
の
寄
附
に
よ
つ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
か
ら
牧
師
も
教
授
も
自
由
に
し

て
大
胆
な
る
説
教
、
言
論
、
学
説
を
と
か
な
い
、
つ
ま
り
教
会
も
教
授
も
買
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

さ
れ
て
い
る
の
だ
と
批
判
す
る
。
そ
し
て
ま
た
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
が
ア
メ
リ
カ

ソ
ボ
ー
ド
外
国
伝
道
会
社
へ
十
万
円
寄
附
し
た
こ
と
に
つ
い
て
ア
メ
リ
カ
国
内

で
こ
れ
を
拒
否
す
べ
し
、
い
や
受
け
る
べ
し
と
い
う
賛
否
両
論
が
出
た
が
、
こ

の
論
争
は
金
が
教
育
や
宗
教
を
支
配
し
て
い
る
時
代
に
妄
り
に
金
を
受
け
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

と
へ
の
反
省
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
結
構
な
こ
と
で
あ
る
と
い
う
意
見
で
あ
る
。

さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
に
や
つ
て
ぎ
た
ゴ
ル
キ
ー
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
湾
に
入
つ
た

と
ぎ
は
自
由
の
楽
郷
だ
と
思
つ
た
が
、
や
が
て
国
内
を
観
察
し
て
ア
メ
リ
カ
人

の
物
質
的
生
活
の
贅
沢
さ
に
驚
か
さ
れ
、
黄
金
に
支
配
さ
れ
る
生
活
を
批
判
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

た
記
事
を
詳
細
に
熱
意
を
こ
め
て
日
本
の
同
志
へ
書
ぎ
送
る
の
で
あ
る
。

　
金
子
の
論
文
の
中
か
ら
、
金
力
支
配
と
パ
ン
の
問
題
に
汲
ル
、
と
し
て
い
る
こ

と
を
批
判
し
た
り
、
女
性
解
放
を
論
及
し
た
も
の
だ
け
を
故
意
に
と
り
あ
げ
た

の
で
は
な
い
。
金
子
の
論
文
中
、
注
目
作
と
考
え
ら
れ
る
論
文
を
選
び
出
し
て

お
い
て
、
そ
の
後
に
ア
ト
ラ
ン
ダ
ム
に
と
り
あ
げ
て
も
い
ま
紹
介
し
た
よ
う
な

も
の
と
は
そ
う
変
化
な
い
で
あ
ろ
う
。
彼
は
政
治
権
力
批
判
を
あ
ま
り
し
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
　
　
（
一
四
〇
九
）



　
　
　
金
子
喜
扁
論

つ
た
し
、
ま
た
資
本
主
義
制
度
の
も
つ
搾
取
に
つ
い
て
論
及
す
る
わ
け
で
も
な

い
．
ア
メ
リ
カ
礼
賛
か
ら
や
が
て
ア
メ
リ
カ
批
判
に
な
つ
て
も
、
金
力
支
配
下

に
あ
る
教
会
、
教
育
を
批
評
す
る
の
で
あ
り
．
物
質
支
配
の
ア
メ
リ
カ
生
活
を

批
評
す
る
だ
け
で
あ
る
。
あ
る
い
は
渡
米
当
時
は
言
論
の
自
由
な
国
で
あ
る
と

考
え
て
い
た
ア
メ
リ
カ
が
意
外
と
言
論
が
不
自
由
な
面
が
あ
る
こ
と
を
知
つ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
）

こ
れ
を
紹
介
す
る
の
で
あ
る
。

　
社
会
主
義
者
金
子
喜
一
が
ア
メ
リ
カ
を
批
判
す
る
時
、
ア
メ
リ
カ
の
資
本
主

義
経
済
の
分
析
、
そ
れ
の
も
つ
矛
盾
に
つ
い
て
論
ず
る
の
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ

の
物
質
文
明
批
判
に
偏
つ
て
い
た
こ
と
は
以
上
述
べ
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
そ

れ
で
は
次
に
金
子
は
日
本
を
ど
の
よ
う
に
見
た
で
あ
ろ
う
か
。
彼
は
ア
メ
リ
カ

人
の
眼
に
写
り
、
ア
メ
リ
カ
人
に
よ
つ
て
分
析
さ
れ
た
日
本
を
つ
ぎ
の
よ
う
に

紹
介
す
る
。

　
あ
る
ア
メ
リ
カ
宣
教
師
は
、
日
本
に
は
学
問
及
び
信
仰
の
自
由
が
な
い
と
批

判
し
た
の
に
賛
成
し
て
金
子
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
政
治
上
の
自
由
は
獲

得
し
つ
い
で
学
問
の
自
由
を
獲
得
し
終
ろ
う
と
し
て
い
る
の
に
、
日
本
に
お
い

て
は
ア
メ
リ
カ
の
戦
い
古
し
た
政
治
上
の
自
由
を
獲
得
す
る
戦
い
を
す
す
め
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

ぽ
な
ら
な
い
と
日
本
の
後
進
性
を
指
摘
す
る
。
日
本
に
お
け
る
鉄
道
、
学
校
、

郵
便
電
信
等
の
発
達
は
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
日
本
人
の
セ
ン
チ
メ
ン

ト
す
な
わ
ち
自
然
観
、
帝
室
観
、
人
生
観
は
依
然
と
し
て
か
わ
ら
な
い
と
い
う

ア
メ
リ
カ
人
学
者
の
分
析
を
紹
介
し
て
金
子
は
日
本
人
の
皮
相
は
変
化
し
た
が

実
相
は
変
化
し
な
い
、
実
相
の
変
化
が
な
い
か
ぎ
り
日
本
人
は
西
洋
文
明
を
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

解
し
た
と
は
い
え
な
い
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
さ
ら
に
進
め
て
、
日
本
人
の
性

質
は
「
感
情
的
性
質
」
（
器
注
馨
暮
巴
け
§
冨
蚕
馨
暮
）
で
あ
つ
て
、
こ
れ
を
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
　
　
（
一
四
一
〇
）

え
な
い
か
ぎ
り
科
学
時
代
に
勝
利
し
え
な
い
。
科
学
的
教
育
、
科
学
的
精
神
、

事
実
を
貴
ぶ
教
育
が
日
本
に
お
い
て
必
要
で
あ
る
と
い
う
の
が
ア
メ
リ
功
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

日
本
批
判
を
紹
介
し
た
文
章
の
金
子
の
結
論
で
あ
る
。
日
本
人
の
国
体
思
想
、

忠
君
愛
国
思
想
に
対
す
る
批
判
は
ア
メ
リ
カ
人
の
批
評
を
通
し
て
存
在
L
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
垢
）

わ
け
で
は
な
い
が
木
下
尚
江
が
執
拗
に
こ
の
問
題
に
メ
ス
を
加
え
た
よ
う
な
鋭

さ
は
と
う
て
い
う
か
が
え
な
い
。
ア
メ
リ
カ
人
の
日
本
人
移
民
を
排
斥
す
る
問

題
に
ふ
れ
て
も
、
ア
メ
リ
カ
に
ぎ
た
日
本
人
が
ア
メ
リ
カ
の
政
治
的
精
神
に
適

応
で
き
な
い
で
、
終
始
慕
郷
の
情
に
か
ら
れ
、
「
錦
衣
故
郷
」
の
精
神
の
ま

ま
で
い
る
と
こ
ろ
に
も
原
因
が
あ
る
と
い
つ
た
。
日
本
人
排
斥
の
裏
面
に
は
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

本
人
の
弱
点
が
潜
ん
で
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
良
識
的
な
批
評
で
あ
つ
て
、

明
治
の
社
会
主
義
者
で
な
く
て
は
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

　
全
体
を
通
じ
て
金
子
喜
一
の
言
論
批
評
は
良
識
的
で
あ
る
。
彼
は
明
治
の
社

会
主
義
新
聞
に
も
多
く
の
論
稿
を
寄
せ
た
が
、
新
聞
の
ト
ッ
プ
を
飾
つ
た
の
は

た
だ
の
一
篇
し
か
な
か
つ
た
と
い
う
こ
と
が
、
彼
の
主
張
の
内
容
を
象
徴
す
る

か
も
し
れ
な
い
。
ト
ヅ
プ
を
飾
つ
た
唯
一
の
論
稿
は
、
日
本
政
府
が
社
会
主
義

者
を
弾
圧
し
．
と
り
わ
け
社
会
主
義
者
の
言
論
・
思
想
の
自
由
を
妨
害
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
π
）

と
に
抗
議
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
堂
々
た
る
主
張
だ
が
そ
れ
は
痛
烈
な

る
批
判
と
い
え
る
も
の
で
は
な
く
、
良
識
的
な
政
府
批
判
で
あ
る
。
良
識
的
な

発
言
を
通
し
て
日
本
の
在
る
べ
き
姿
を
金
子
は
追
求
し
て
い
た
こ
と
は
た
し
か

で
あ
る
が
、
日
本
改
革
の
積
極
的
な
プ
ラ
ン
を
一
読
し
て
理
解
で
ぎ
る
と
い
う

ま
と
ま
つ
た
も
の
は
な
い
。
日
本
批
判
を
越
え
て
、
日
本
に
お
け
る
望
ま
し
い

傾
向
と
し
て
彼
が
た
た
え
た
も
の
は
あ
る
。
そ
れ
は
日
本
に
お
い
て
ト
ル
ス
ト

イ
の
影
響
が
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
し
た
。
た
と
え
ば
幸



徳
伝
次
郎
、
堺
利
彦
、
内
村
鑑
三
、
徳
冨
健
次
郎
、
木
下
尚
江
ら
は
い
ず
れ
も

日
本
の
著
名
な
人
物
で
あ
る
が
、
彼
等
は
い
ず
れ
も
ト
ル
ス
ト
イ
ア
ン
で
あ
る

と
い
う
の
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
は
ト
ル
ス
ト
イ
の
影
響
は
思
想
家
や
文
章

家
の
間
に
一
日
ご
と
一
ヵ
月
ご
と
に
大
き
く
な
つ
て
い
き
、
つ
い
に
い
つ
の
日

か
陸
海
軍
の
力
を
も
つ
て
は
な
し
え
な
か
つ
た
よ
う
な
日
露
両
国
の
理
解
を
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
18
）

ル
ス
ト
イ
の
影
響
が
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
、
と
い
つ
た
。

　
彼
は
自
分
を
社
会
主
義
者
で
あ
る
と
い
つ
た
が
、
『
共
産
党
宣
言
』
は
一
頁
も

読
ま
な
か
つ
た
。
一
頁
も
読
ま
な
く
と
も
社
会
主
義
者
で
あ
る
こ
と
を
い
つ
こ

う
に
さ
し
つ
か
え
な
い
と
断
言
し
た
。
彼
は
マ
ル
ク
ス
や
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
よ
う

な
唯
物
論
的
な
社
会
主
義
者
で
は
な
く
、
ま
た
キ
ソ
グ
ス
レ
ー
の
よ
う
な
キ
リ

ス
ト
教
的
社
会
主
義
者
で
は
な
い
と
い
つ
た
。
彼
の
社
会
主
義
は
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

テ
ィ
ー
の
社
会
主
義
で
あ
り
、
そ
れ
は
資
本
の
私
有
を
廃
止
し
て
共
有
を
説
く

こ
と
を
も
つ
て
能
事
終
れ
り
と
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
た
。
「
何
事
で
も
凡
そ

人
問
社
会
を
導
び
い
て
、
進
歩
と
幸
福
と
を
持
ち
来
す
者
は
吾
が
党
の
士
で
あ

る
．
個
人
主
義
も
あ
る
点
に
於
て
可
な
り
．
無
政
府
説
も
あ
る
場
合
に
於
て
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

な
り
。
バ
ク
ニ
ン
可
な
り
。
ヘ
ッ
ケ
ル
可
な
り
。
マ
ル
ク
ス
可
な
り
で
あ
る
」
。

決
し
て
一
つ
の
主
義
に
妄
従
す
る
必
要
は
な
い
。
も
し
マ
ル
ク
ス
主
義
に
妄
従

す
る
の
が
社
会
主
義
な
ら
彼
は
社
会
主
義
者
と
い
う
名
を
辞
退
せ
ね
ぽ
な
ら
ぬ

と
い
う
。
彼
は
自
分
の
と
な
え
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
の
社
会
主
義
の
善
所
は

ど
こ
ま
で
も
主
張
す
る
が
、
な
に
ご
と
も
社
会
主
義
の
世
に
な
つ
た
な
ら
ば
憂

は
な
く
な
る
と
い
う
我
田
引
水
的
な
筆
鋒
を
す
る
こ
と
を
平
生
心
よ
し
と
し
な

い
と
い
う
の
が
彼
の
信
条
で
あ
つ
た
．

　
人
間
社
会
の
進
歩
と
幸
福
を
も
た
ら
す
も
の
が
彼
の
社
会
主
義
だ
と
い
う

　
　
　
金
子
喜
一
輪

が
、
そ
の
言
葉
の
意
味
は
理
解
で
ぎ
て
も
、
彼
の
社
会
主
義
の
内
容
は
漠
と
し
て

つ
か
み
ど
こ
ろ
が
な
い
。
た
だ
彼
は
ト
ル
ス
ト
イ
に
よ
つ
て
社
会
的
な
面
に
眼

を
む
け
る
よ
う
に
な
つ
た
の
で
あ
り
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
影
響
か
ら
脱
出
す
る
こ

と
は
終
生
で
き
な
か
つ
た
こ
と
だ
け
は
わ
か
る
。
ト
ル
ス
ト
イ
自
身
が
さ
ま
ざ

ま
な
思
想
を
混
合
さ
せ
て
お
り
一
つ
の
主
義
だ
け
を
金
科
玉
条
と
し
な
か
つ
た

よ
う
に
、
ト
ル
ス
ト
イ
に
影
響
さ
れ
た
金
子
喜
一
も
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
の
善
所

を
寄
せ
集
め
て
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
の
社
会
主
義
だ
と
称
し
た
。
し
か
し
、
ト
ル

ス
ト
イ
が
キ
リ
ス
ト
教
を
理
解
し
、
無
政
府
主
義
思
想
に
苦
悩
し
、
あ
る
い
は
反

戦
論
や
非
婚
論
、
菜
食
主
義
等
々
を
唱
え
る
と
き
に
苦
悩
し
た
ほ
ど
金
子
喜
一

が
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
の
社
会
主
義
を
つ
ぎ
つ
め
た
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。

（
1
）
　
前
掲
「
予
は
如
何
に
し
て
社
会
主
義
者
と
な
り
し
乎
」
（
前
掲
『
海
外
よ
り

　
見
た
る
社
会
問
題
』
所
収
五
－
六
頁
）

（
2
）
　
右
同
（
右
同
書
一
〇
頁
）

（
3
）
　
「
学
ぶ
べ
き
米
国
」
上
・
下
　
（
平
民
新
聞
　
第
六
、
七
号
　
明
治
三
十
六

　
年
十
二
月
二
十
、
二
十
七
日
。
前
掲
『
海
外
よ
り
見
た
る
社
会
問
題
』
所
収
一

　
四
二
－
一
四
七
頁
）

（
4
）
　
「
ワ
シ
ソ
ト
ン
所
感
」
（
平
民
新
聞
　
第
三
号
　
明
治
三
十
六
年
十
一
月
二

　
十
九
日
．
前
掲
『
海
外
よ
り
見
た
る
社
会
間
題
』
所
収
一
二
五
－
一
二
八
頁
）

（
5
）
　
幸
徳
秋
水
「
現
今
の
政
治
社
会
と
社
会
主
義
」
（
六
合
雑
誌
　
第
二
二
三

　
号
　
明
治
三
十
二
年
七
月
）
及
び
中
村
勝
範
著
『
明
治
社
会
主
義
研
究
』
（
世

　
界
書
院
　
昭
和
四
十
一
年
十
二
月
）
所
収
の
「
第
二
章
　
反
議
会
的
社
会
主
義

　
の
源
流
－
幸
徳
秋
水
の
生
涯
と
思
想
1
」
（
五
五
頁
、
五
九
頁
）
参
照
。

（
6
）
　
こ
の
点
は
拙
稿
右
論
文
で
論
じ
た
。

（
7
）
　
「
米
国
に
於
け
る
離
婚
間
題
」
（
家
庭
雑
誌
　
第
三
巻
第
五
号
　
明
治
三
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
　

（
一
四
二
）



　
　
　
金
子
喜
一
論

　
八
年
五
月
二
日
。
前
掲
『
海
外
よ
り
見
た
る
社
会
間
題
』
所
収
一
一
ー
一
九
頁
）

（
8
）
　
「
買
収
さ
れ
た
る
米
国
の
大
学
及
び
教
会
」
（
直
言
　
第
二
巻
第
十
五
号

　
明
治
三
十
八
年
五
月
十
四
日
．
前
掲
『
海
外
よ
り
見
た
る
社
会
問
題
』
所
収
六

　
二
－
六
七
頁
）

（
9
）
　
「
寄
附
金
十
万
円
の
倫
理
」
（
直
言
　
第
二
巻
第
十
六
号
　
明
治
三
十
八
年

　
五
月
二
十
一
日
．
前
掲
『
海
外
よ
り
見
た
る
社
会
間
題
』
所
収
一
五
一
－
一
五

　
五
頁
）

（
1
0
）
　
「
ゴ
ル
キ
ー
の
見
た
る
米
国
」
（
光
　
第
一
巻
第
二
十
四
号
　
明
治
三
十
九

　
年
十
月
十
五
日
）

（
1
1
）
　
「
言
論
の
不
自
由
な
る
米
国
」
（
新
紀
元
終
刊
号
　
明
治
三
十
九
年
十
一
月

　
十
日
。
前
掲
『
海
外
か
ら
見
た
る
社
会
問
題
』
所
収
一
六
八
ー
一
七
四
頁
）

（
1
2
）
　
「
外
人
の
見
た
る
日
本
人
（
一
）
」
（
平
民
新
聞
　
第
八
号
　
明
治
三
十
七
年

　
一
月
三
目
）

（
1
3
）
　
「
外
人
の
見
た
る
日
本
人
（
二
）
」
（
平
民
新
聞
　
第
九
号
　
明
治
三
十
七
年

　
一
月
十
日
。
前
掲
『
海
外
よ
り
見
た
る
社
会
問
題
』
で
は
「
ラ
ッ
ド
博
士
の
日

　
本
人
観
」
と
し
て
所
収
、
六
七
ー
七
〇
頁
）

（
1
4
）
　
「
外
人
の
見
た
る
日
本
人
（
下
）
」
（
平
民
新
聞
　
第
十
号
　
明
治
三
十
七
年

　
一
月
十
七
日
。
右
同
書
所
収
七
一
ー
七
四
頁
）

（
1
5
）
　
拙
稿
「
日
本
的
社
会
主
義
の
課
題
－
木
下
尚
江
論
1
」
（
前
掲
『
明

　
治
社
会
主
義
研
究
』
所
収
）

（
1
6
）
　
「
日
本
人
排
斥
と
は
何
ぞ
や
」
（
直
言
　
第
十
七
号
　
明
治
三
十
八
年
五
月

二
十
八
日
。
前
掲
『
海
外
よ
り
見
た
る
社
会
問
題
』
所
収
一
五
五
－
一
六
一
頁
）

（
1
7
）
　
「
日
本
政
府
に
問
う
」
（
大
阪
平
民
新
聞
　
第
十
号
　
明
治
四
十
年
十
月
二

　
十
日
）

（
1
8
）
ぎ
糞
目
。
一
の
§
ず
器
山
9
⑩
一
μ
掛
冨
β
（
臣
Φ
ギ
。
鷺
馨
ぎ
要
。
馨
冒
一

＜
o
一
」
酬
乞
9
一
ρ
の
Φ
営
Φ
臣
冨
ン
一
8
c。
、
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六

（
19
）
　
前
掲
「
予
は
如
何
な
る
社
会
主
義
者
な
る
乎
」

　
る
社
会
問
題
』
所
収
一
六
七
頁
）

結

語

（
輔
四
ニ
ウ

（
前
掲
『
海
外
よ
り
見
た

　
物
わ
か
り
の
よ
か
つ
た
名
君
の
よ
う
な
有
島
武
郎
を
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
手

荒
く
こ
づ
き
ま
わ
し
た
の
が
金
子
喜
一
で
あ
つ
た
。
有
島
に
と
つ
て
金
子
と
親

し
く
な
れ
た
こ
と
は
非
常
に
薬
に
な
つ
た
、
有
島
の
友
人
の
中
で
は
金
子
が
い

ち
ば
ん
の
人
物
だ
、
と
い
わ
れ
る
。
本
当
は
有
島
に
と
つ
て
も
つ
と
「
悪
魔
的

な
人
物
」
、
「
悪
魔
的
な
こ
と
を
吹
き
込
め
る
人
」
が
友
だ
ち
に
な
れ
た
ら
よ
か

　
　
　
　
（
1
）

つ
た
と
い
う
。
し
か
し
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
金
子
は
良
識
豊
か
な
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ス
ト
で
は
あ
る
が
決
し
て
「
悪
魔
的
な
人
物
」
で
は
な
い
。
明
治
日
本
の
中

枢
を
な
し
て
い
た
天
皇
制
を
批
判
し
た
木
下
尚
江
、
日
本
の
革
命
の
た
め
に
は

暴
力
を
も
辞
せ
ず
と
し
た
幸
徳
秋
水
、
日
本
は
お
ろ
か
世
界
そ
の
も
の
、
地
球

そ
の
も
の
を
破
壊
さ
せ
な
い
で
は
お
か
な
い
と
い
つ
た
赤
羽
巌
穴
に
く
ら
べ
れ

ば
金
子
は
ど
こ
ま
で
も
良
識
的
で
あ
る
。
金
子
の
も
つ
と
も
鋭
い
日
本
批
判
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

「
社
会
主
義
者
の
見
た
る
日
本
」
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
目
本
の
歴
史
は
戦
争
の

歴
史
で
あ
り
流
血
の
歴
史
で
あ
つ
て
決
し
て
平
和
な
国
で
は
な
い
こ
と
、
労
働

者
の
生
活
は
低
く
ス
ト
ラ
イ
キ
が
多
い
こ
と
、
言
論
の
自
由
が
抑
圧
さ
れ
て
い

る
の
が
日
本
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
日
本
政
府
は
末
松
謙
澄
、
金
子
堅
太
郎
を
海

外
に
派
遣
し
て
日
本
の
文
明
、
富
強
、
正
義
人
道
を
誇
説
さ
せ
て
い
る
が
、
決

し
て
そ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
も
の
で
は
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
つ
た
。
し
か

し
、
こ
れ
と
て
他
の
日
本
の
社
会
主
義
者
の
言
論
と
比
較
し
て
一
等
秀
れ
て
鋭

利
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
と
い
う
よ
り
普
通
の
発
言
で
あ
つ
た
と
い



え
よ
う
。

　
幸
徳
秋
水
は
金
子
を
評
し
て
「
世
界
主
義
者
也
、
非
軍
備
主
義
者
也
、
非
愛

国
老
也
、
共
産
主
義
者
也
、
自
由
思
想
家
也
、
君
は
旧
来
の
固
随
な
る
道
徳
、

偏
僻
な
る
習
慣
、
圧
制
な
る
法
律
に
反
抗
し
て
、
総
て
の
人
類
の
解
放
自
由
を

企
図
せ
る
人
道
家
也
、
君
の
眼
中
、
亦
民
族
の
区
別
、
国
家
の
境
域
な
る
も
の

　
（
3
）

な
し
」
と
い
つ
た
。
こ
ま
か
く
分
析
す
る
と
た
し
か
に
幸
徳
の
い
う
通
り
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

る
が
、
一
言
で
い
え
ば
西
川
光
次
郎
が
評
し
た
よ
う
に
「
自
由
思
想
家
」
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。
あ
る
い
は
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
と
い
つ
で
も
よ
い
で
あ
ろ

う
。
金
子
に
は
社
会
主
義
の
理
論
を
展
開
し
た
も
の
は
全
く
と
い
つ
て
よ
い
く

ら
い
な
い
。
も
つ
と
も
社
会
主
義
の
理
論
は
全
く
知
ら
な
い
と
自
他
共
に
称
し

た
木
下
尚
江
は
明
治
の
社
会
主
義
者
の
中
で
最
も
人
気
が
あ
り
、
ま
た
当
局
か

ら
は
筆
頭
の
危
険
人
物
と
し
て
警
戒
さ
れ
た
。
し
た
が
つ
て
社
会
主
義
理
論
を

知
つ
て
い
た
か
ど
う
か
は
社
会
主
義
者
で
あ
つ
た
か
ど
う
か
の
基
準
に
な
ら
な

い
。　
自
由
思
想
家
あ
る
い
は
ヒ
ュ
：
マ
ニ
ス
ト
と
い
つ
て
よ
い
金
子
喜
一
は
．
社

会
主
義
の
上
に
い
か
な
る
貢
献
を
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

　
第
一
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
金
子
ほ
ど
数
多
く
積
極
的
に
寄
稿
し
て
き
た
者
は
い

な
か
つ
た
こ
と
か
ら
、
彼
が
わ
が
国
の
社
会
主
義
者
に
ア
メ
リ
カ
の
情
勢
を
提

供
し
ア
メ
リ
カ
の
社
会
主
義
の
動
向
を
伝
え
た
点
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

　
第
二
は
日
本
の
社
会
主
義
者
と
密
接
に
連
絡
を
と
つ
て
日
本
の
運
動
を
ア
メ

リ
カ
に
紹
介
し
た
功
績
が
考
え
ら
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
社
会
主
義
運
動
は
初
め
か
ら
き
わ
め
て
国
際
的
な
交
流
を
し
て
い
た
が
、
金

子
が
ア
メ
リ
カ
の
新
聞
に
寄
稿
し
、
ま
た
自
ら
『
日
刊
シ
カ
ゴ
・
ソ
シ
ア
リ
ス

　
　
　
　
金
子
喜
一
論

ト
』
に
入
社
し
て
仕
事
を
な
し
た
国
際
的
人
間
で
あ
つ
た
と
い
う
こ
と
も
第
三

に
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
第
四
に
は
↓
箒
ω
8
芭
蓉
≦
。
ヨ
導
及
び
弓
訂
ギ
。
鷺
窃
甑
ぎ
毛
。
唐
導

の
臼
§
品
一
畠
Φ
＆
け
簿
と
し
て
ア
メ
リ
カ
は
も
と
よ
り
世
界
婦
人
解
放
運
動

の
啓
蒙
活
動
を
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

　
そ
し
て
最
後
に
、
以
上
の
活
動
を
総
括
し
て
直
接
間
接
に
わ
が
国
社
会
主
義

運
動
に
貢
献
し
た
の
で
あ
る
。

　
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
を
と
く
彼
は
、
日
本
と
い
う
祖
国
を
越
え
て
世
界
人
に

な
ろ
う
と
し
た
。
自
分
の
国
は
富
士
山
が
あ
り
芸
者
が
い
る
国
で
は
な
く
、
ヒ
ュ

ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
が
高
揚
し
て
い
る
国
で
あ
り
、
男
女
が
彼
等
の
権
利
を
享
受
し

て
い
る
国
で
あ
る
。
自
分
の
国
で
は
何
人
も
支
配
さ
れ
ず
、
王
座
も
称
号
も
怠
惰

な
貴
族
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
青
空
が
広
く
自
由
に
伸
び
て
い
る

よ
う
に
人
間
は
一
人
で
純
粋
に
人
間
と
し
て
立
つ
て
い
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
、

　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

と
謳
つ
た
金
子
で
あ
る
．
彼
自
ら
「
世
界
の
一
市
民
」
で
あ
る
と
称
し
、
ま
さ

に
そ
う
在
り
た
い
と
努
力
し
た
。
彼
が
死
去
し
た
と
ぎ
、
彼
が
主
宰
し
て
い
た

爵
Φ
ギ
。
鷺
①
量
ぎ
≦
。
目
導
は
金
子
の
死
を
報
ず
る
に
9
詳
象
9
讐
Φ

名
S
匡
と
い
う
文
字
を
使
つ
た
。
し
か
し
彼
が
死
去
し
た
の
は
、
日
本
に
お
い

て
で
あ
つ
た
．
病
身
を
養
い
、
生
活
の
闘
い
に
疲
れ
た
身
体
を
い
や
す
に
は
老

い
た
る
父
母
の
い
る
日
本
に
ま
さ
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
い
つ
て
帰
国
し
、
二
ヵ

月
余
り
後
に
は
永
遠
の
眠
り
に
つ
い
た
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
前
掲
『
座
談
会
大
正
文
学
史
』
一
一
六
頁
の
中
の
本
多
秋
五
の
発
言
。

　
（
2
）
　
こ
れ
は
初
め
北
米
の
進
歩
的
月
刊
誌
臣
Φ
＞
冨
壼
の
一
九
〇
五
年
五
月

　
　
一
日
号
に
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
（
直
言
　
第
二
巻
第
九
号
　
明
治
三
十
八
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
　

（
一
四
一
三
）



　
　
　
金
子
喜
一
論

　
四
月
二
日
号
の
広
告
）
．
そ
れ
が
後
に
『
直
言
』
第
二
巻
第
二
十
号
（
明
治
三

　
十
八
年
六
月
十
八
日
）
に
訳
載
さ
れ
た
。

（
3
）
　
前
掲
『
海
外
よ
り
見
た
る
社
会
問
題
』
に
よ
せ
た
幸
徳
の
「
序
」
。

（
4
）
西
川
生
「
金
子
喜
一
君
の
社
会
主
義
」
（
社
会
新
聞
　
第
一
号
　
明
治
四

　
十
年
六
月
）

（
5
）
　
こ
れ
は
客
。
≦
噌
。
詩
き
仁
§
毘
　
へ
寄
稿
し
た
英
文
詩
で
あ
る
。
日
付
不

明
。
前
掲
困
ざ
巨
図
彗
筈
P
、
．
9
爵
窪
亀
導
Φ
宅
。
＆
、
．
の
冒
頭
に
引
用
さ

　
れ
て
い
る
。

（
6
）
　
前
掲
「
日
本
政
府
に
問
う
」
の
執
筆
者
名
の
肩
書
に
金
子
は
、
こ
の
「
世

界
の
一
市
民
」
な
る
文
字
を
入
れ
て
い
る
。

　
（
後
記
）
　
臣
Φ
ω
8
芭
蓉
名
o
唐
彗
曽
弓
ゲ
o
零
o
鷺
①
聾
毒
≦
。
冒
彗
は
渡
辺
悦

　
　
次
氏
の
御
厚
意
に
よ
り
同
盟
資
料
室
保
存
の
も
の
を
閲
覧
し
た
。
記
し
て
感

　
　
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

八
八
　
　
（
一
四
一
四
）


